




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
森林・林業基本法において、森林・林業基本計画の策定時に農政審議会の意見を聴くこと
とされているが、全国の主要地域で公聴会を開催することまでは義務付けられていない。

●問題Ⅲ-2
正解は③
平成25年の木材供給量（用材）における木材自給率は28.6%であり、40%を上回ったとする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
高林作業は実生（種子）によって成林した森林を主伐・更新する作業法である。中林作業
と低林作業が並存する作業法は中林作業の説明である。

●問題Ⅲ-4
正解は④
保続原則（保続収穫の原則）とは、森林からの材積収穫や多面的機能を永久に維持・継続
させていく経営原則であり、30年間に限定するものではない。

●問題Ⅲ-5
正解は④
植栽木相互の競争を緩和し、直径成長の促進や形質向上のために密度を調節する作業は「
間伐」である。除伐は造林木以外の不要な侵入樹木を取り除く作業である。

●問題Ⅲ-6
正解は③
伐期齢とは、将来正常に成長した場合に生産目的にかなう林木を主伐（収穫）する予測的
な年齢である。間伐年齢とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は①
林木の形質や優劣に重点を置くものが「定性間伐」であり、適正な本数密度や間伐率に重
点を置くものが「定量間伐」である。記述の定義が逆になっている。

●問題Ⅲ-8
正解は③
ツキノワグマは果実や若葉、昆虫等を主食とする森林性の雑食性動物である。地中の動植
物を掘り起こして採食するのは主にイノシシの特徴である。

●問題Ⅲ-9
正解は③
FAOの2010年世界森林資源評価（FRA2010）において、アジア地域の森林面積は中国の大規
模な植林事業等により2000〜2010年に純増へと転じている。

●問題Ⅲ-10
正解は②
雨緑林（雨緑樹林）は雨季と乾季のあるモンスーン地帯に成立し、乾季に落葉する森林で
代表樹種はチークである。マホガニーは熱帯多雨林等に分布する樹種である。

●問題Ⅲ-11
正解は②
植物が全く存在しない裸地から森林へと発達していく過程全体は「一次遷移」と呼ばれ
る。二次遷移は山火事や伐採跡地など土壌や種子が存在する状態から始まる遷移である。

●問題Ⅲ-12



正解は③
里山林の利用放棄や管理不足により林内は低木や常緑樹が生い茂って暗くなり、陽性植物
等の生物多様性が低下しているのが近年の実態である。

●問題Ⅲ-13
正解は③
志賀高原、白山、大台ヶ原、綾はユネスコエコパーク（生物圏保存地域）に登録されてい
る地域であり、世界自然遺産への追加登録を目指す重点項目ではない。

●問題Ⅲ-14
正解は③
景観の視距離区分において、遠景はおおむね2〜3km以上離れた視距離を指す。おおむね
500mから1km程度は対象の形態を把握する「中景」に相当する。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
ハイドログラフは河川流量等の時間的変化を時系列で表した図（流出曲線）である。降雨
強度の時間分布を時系列で表した図はハイエトグラフと呼ばれる。

●問題Ⅲ-16
正解は③
土石流の堆積物は、分級作用をほとんど受けずに巨礫から細粒土砂までが混在した無層状
（塊状）を呈する。勾配に平行な層状を呈するわけではない。

●問題Ⅲ-17
正解は④
森林土壌の浸食防止機能は極めて高く、落葉落枝層や樹冠による雨滴遮断等により、土壌
浸食量は裸地や荒廃地に比べて1/100〜1/1000程度に激減する。

●問題Ⅲ-18
正解は②
土石流の流動速度は、細粒分を多量に含む泥流型土石流の方が砂礫型土石流よりも流動性
が高く、一般に2〜数倍速い。砂礫型の方が大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は①
地質や地質構造、地形等は地すべり発生の「素因」であり、降雨や融雪、地震等は滑動の
きっかけとなる「誘因」である。素因と誘因の説明が逆である。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
重力式ダムの安定条件は、①底面滑動に対する安定、②転倒に対する安定、③基礎地盤の
支持力に対する安定、④堤体内部応力に対する安定の4項目である。

●問題Ⅲ-21
正解は②
水準測量において、「後視」とは標高が既知の点に立てた標尺の読みであり、「前視」と
は標高が未知の測点（求めたい点）に立てた標尺の読みである。

●問題Ⅲ-22
正解は⑤
林道の土工横断面における路面勾配（片勾配や横断勾配）の大きさは、通常パーセント
（%）で表示される。角度（°）で表すとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は③
全国森林計画における路網整備の目標水準は、地形傾斜や導入される作業システム（車両
系、架線系等）の特性に応じて区分・設定されている。



●問題Ⅲ-24
正解は③
土の強度は最適含水比よりやや乾燥側で最大となり、透水性は最適含水比付近で最小とな
るため、最適含水比付近で締め固めた土は最も密実で強固になる。

●問題Ⅲ-25
正解は④
全木集材後の造材・集積を一貫して行う自走式機械はプロセッサ、地引集材機はスキッ
ダ、短幹材の積載運搬機はフォワーダ、移動式人工支柱架線集材機はタワーヤーダ、旋回
式架線集材機はスイングヤーダである。

●問題Ⅲ-26
正解は④
林業架線における主索の原索中央垂下比とは、無負荷時における主索の支間中央の垂下量
の「支間水平距離」に対する割合である。斜距離に対する割合ではない。

●問題Ⅲ-27
正解は③
減価償却の定率法は、毎期首の未償却残高に一定の償却率を乗じるため、計上額は初年度
が最も大きく年々減少していく。毎期均等額を計上するのは定額法である。

●問題Ⅲ-28
正解は④
キックバックは、ガイドバーの先端上部（キックバックゾーン）のソーチェーンが材に接
触した際に、反作用でガイドバーが跳ね上がる危険な現象である。

●問題Ⅲ-29
正解は②
木材の主成分の約50%を占め地球上で最も多量に存在する有機化合物は「セルロース」で
ある。リグニンは木材の20〜30%程度を占める三次元網目状ポリマーである。

●問題Ⅲ-30
正解は③
単板積層材（LVL）は、単板の繊維方向をほぼ平行に揃えて積層接着した材料であり、主
に柱や梁などの軸材料として用いられる。繊維方向を直交させた面材料は合板である。

●問題Ⅲ-31
正解は①
日本国内で発生する未利用間伐材等の林地残材量は年間約2,000万m³程度と推計されてお
り、毎年約1億m³発生するとする数値は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は④
晩材仮道管は細胞壁が厚く内腔が狭いため、主に力学的支持機能を担っている。水分の通
道機能を担うのは春から夏に形成される壁の薄い「早材仮道管」である。

●問題Ⅲ-33
正解は④
木材の強度において、せん断強度は繊維方向の引張り強度、曲げ強度、圧縮強度に比べて
著しく小さい。他の強度より大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は②
内部割れは、乾燥初期に高温・急激な乾燥を行うことで表面が先に硬化し、乾燥末期に内
部が収縮する際に強い引張応力を受けて発生する欠陥である。

●問題Ⅲ-35



正解は⑤
木酢液は木炭製造時に発生する煙を冷却・液化した水溶液であり、主成分は酢酸等の有機
酸や中性成分である。硫酸や塩酸等の無機強酸や石油系炭化水素は含まれない。




